


工種記号

標準設計番号

道－２

称

名

・タイヤの接地面には、すべり止めを設けることが出来る。

特記事項

・σｃｋ＝30N/mm  以上。
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参考図表

鋼製格子蓋

D6×7

D6×10

鋼製格子蓋20

呼び名

許容差

側溝  500

項目

B H2H1

 300  250

±5

2000

L (kg)

参 考

－

752

質 量

寸 法 （mm）

  85

a b2b1

 400   80  103

c

呼び名

許容差

桝  500

項目

B H2H1

+5,-3

　305  250

寸 法 （mm）

　58

a b2b1

 400   80  105

c

・桝の組立ては、接続プレート及びボルトにより接合する。

鋼製ｽﾘｯﾄ蓋
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許容差
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寸 法 （mm）
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参 考

380

質 量

－

H4H3

　75   70

±3 ±3

接続プレート

・つり下げ孔を設ける等、施工に配慮することが出来る。
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H
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及びボルト

・鉄筋は、SD295とする。
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駒止ブロック
工種記号

標準設計番号

道－４

称

名

70125125
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寸法許容差

±

高さ
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参考質量(kg)

3±

幅
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参考図
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参考図表
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工種記号

標準設計番号

道－４

称

名

・Ⅱ型、Ⅲ型、Ⅳ型の鉄筋は、SD295及びJIS G 3532に規定する鉄線とする。

特記事項

・σｃｋ＝30N/mm  以上。

・Ⅰ型、Ⅱ型の詳細は、「積雪地におけるプレキャストコンクリート防護柵要領（北陸土木

　コンクリート製品技術協会）」による。
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・つり下げ孔を設ける等、施工に配慮することが出来る。
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工種記号

標準設計番号

称

名

B

寸　　法　（mm）
呼び名

630

± 3

H
450

h1
255

h2
185

L
1965

± 6許容差
400 450 255 185 1975

・鉄筋は、SD295またはSD345とする。

特記事項
・σｃｋ＝30N/mm  以上。

(kg)
参考質量

1202
 778

A種

26mⅠ-A
Ⅰ-B －

55kN

14m

30kN

33m

B種

14m
34m

C種衝突条件
衝突荷重

最小連結長一覧表（安全率1.5）

参考図表

置式防護柵基礎

Ⅰ型

Ⅰ 型

Ⅰ 型

500 2000 2000 20002000 500

ビーム支柱間隔

4
5
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400

Ⅰ 型（Ⅰ-B）

B

600Ⅱ-A

H
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L
3000

許容差

Ⅱ-B 500 450 280
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1280

Ⅱ-C 400 450 280
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 440
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Ⅱ 型

Ⅱ 型（Ⅱ-B）
500 2000 2000 20002000 500

ビーム支柱間隔

4
5
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500

A種

32mⅡ-A
Ⅱ-B

55kN

18m

30kN

25m

B種

18m
25m

C種衝突条件
衝突荷重

Ⅱ型

Ⅱ-C 38m 38m
44m
65m

Ⅱ 型

± 3 ± 6

Ⅰ-A
Ⅰ-B

鉄　筋

①
本数径

D13  2

②
本数径

D13  2

③
本数径

D6  4

④
本数径

D6 2
D13 D13 D6 D6 2 2  2  4

- - - -

鉄　筋
①
本数径

D13  2

②
本数径

D13  2

③
本数径

D13  4

④
本数径

D10 4
D13 D13 2  2

- - - -

D13  2 D13  2
D13 D13 2  2
D13  2 D13  2
D13 D13 2  2
D13  2 D13  2
D13 D13 2  2
D13 D13 2  2

D13  4 D10 4

D13  4 D10 4

D13  2 D10 4

D13  2 D10 4

D13  2 D10 4
D10 4

D10 4

D10 4 - -

 - -

 - -

寸　　法　（mm）
呼び名 (kg)

参考質量
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平面図

側面図 正面図
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側面図

平面図

正面図

Ⅲ 型

B

HH
B

側面図

平面図

正面図

L

1 235

5 41 2

B

寸　　法　（mm）
呼び名

630

± 3

H
450

L
1985

± 6許容差
400 450 1985

(kg)
参考質量

1200
 763

Ⅲ 型

Ⅲ-A
Ⅲ-B

鉄　筋
①
本数径

D13  2

②
本数径

D13  2

③
本数径

D13 4

④
本数径

D6 6
D13 D13 D13D6 6 2  2 4

-

⑤
本数径

D13 2
D13 2

- - - -

Ⅲ 型（Ⅲ-B）

A種

27mⅢ-A
Ⅲ-B －

55kN

15m

30kN

36m

B種

15m
36m

C種衝突条件
衝突荷重

Ⅲ型
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電線共同溝（CCBOX)
称

名

工種記号

標準設計番号 共－Ⅷ－2

CCBX

道－４２

M16ｲﾝｻｰﾄ

170

水溜桝

M20ｲﾝｻｰﾄ

40

170

1540

1200

+10､-5

長さ

製品参考質量　３８５０ｋｇ

2
2
0
0

±５

幅・高さ

許容差

部材厚さ

+4､-3

L
=2
16
0

D1
0

S4

140140

車道側　民地側

1540

1260

M36ｲﾝﾊﾞｰﾄﾊﾝｶﾞｰ

1
7
0

1
5
0
0

1
6
7
0

M20ｲﾝｻｰﾄ

M12ｲﾝｻｰﾄ

M16ｲﾝｻｰﾄ

ｶﾞｲﾄﾞﾋﾟﾝ

自在型立金物

2200

258.109

78.938

117.023

24.511

52.397

117.023

62.148

2.030

6.731

22.758

32.659

重量
(kg)

L=4535

S1 D16

L=1510

S3 D13

S6
D1
0

L
=2
14
0

D1
3

S1
0 L
=5
10

外側　内側

底　版

D10

D10

D10

D10

D13

D16

D13

D13

総合計

合計

S6

S10

S5

S4

S3

62140

510 4

2140

2160

1510

20

17

28

0.560

0.995

0.560

0.560

0.995

D13

D16

径

S1

S2

記号
長さ 本数

1610

4535

(mm)

17

34

単重

0.995

1.560

(kg)

D13S3

D10S5

D13S2

S6 D10

S4 D10

D10S4

D16S1

L=4535

S1 D16

S4

L=2160 L=2140

側壁

外側　内側

D10 D10S5

L=1610

D13S2

断面図

・旧タイプ（4期）製品は電線共同溝マニュアル（案）（H12.11  建設省北陸地方建設局）

・それらの製品図はH16.10国土交通省北陸地方整備局　電線共同溝マニュアル（案）改訂版による。
・桝には他に低圧分岐桝、横断桝、柱体接続桝、通信接続桝、特殊部Ⅱ型などがある。

　　電線共同溝マニュアル（案）改訂版　　　H16.10  国土交通省北陸地方整備局
　　電線共同溝（技術）マニュアル（改訂案）H27.10  北陸地方無電柱化協議会 　

　　電線共同溝マニュアル（案）　　　　　　H12.11  建設省北陸地方建設局
・構造の詳細は以下による。

による。

・σck＝３０N/mm  以上。

特記事項

2

分岐接続部 Ⅰ型

・鉄筋はSD295及びJIS A 3532に規定する普通鉄線又はコンクリート用鉄線とする。


















